
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「MyET」NPAU/NPBU/NPCU 自習用コンテンツを 
開発いたしました！ 

 

ステップワールドのお教室で先生やお友達と「やりとり」したことを、 

自宅で、好きな時間に、好きなだけ練習することができます！ 

テキスト 1 冊 1 ヵ月ごとのお申込となります。約半年分の復習に 

最適です。見本の音声を聞いた後、センテンスを発話、そして 

録音すると、ストレス（強勢）・ピッチ・発音・リズム、それぞれ 

の得点が表示されます。 

 

教育の ICT化は加速的に 

進んでいます！ 

 

グローバル化に対応する「教育改革」により 2020

年度から新学習指導要領が全面実施となり、英語教

育も大きな改革を迎えます。注目すべき点として

「英語 4 技能」から「4 技能 5 領域」が学習目標と

なり、「発表・やりとり」が加わることで、発話する

ことがますます重要になっています。 

ステップワールドの教材では、身近な話題をター

ゲットセンテンスで取り上げており、基礎構文がし

っかり身に付き、「発表・やりとり」に自信を持って

つなげることができます。 

大切な発話する時間をよりたくさん作るため

に・・・・・・ 
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身近な話題として、消費税が 10％になるに辺り、

国はキャッシュレス化を前進させるために多額の

費用を投入しています。先進国の中で、日本はとり

わけキャッシュレス化が遅れているといわれてい

たからです。 

内閣府は、新たな社会を指すものとして、第 5 期

科学技術基本計画において「Society5.0」を目指す

べき未来社会の姿として初めて提唱しています。 

情報社会（Society 4.0）では知識や情報が共有

されず、分野横断的な連携が不十分であるという問

題がありました。人が行う能力に限界があるため、

あふれる情報から必要な情報を見つけて分析する

作業が負担であるなど、年齢や障害などによる労働

や行動範囲に制約がありました。また、少子高齢化

や地方の過疎化などの課題に対して様々な制約が

あり、十分に対応することが困難でした。 

Society 5.0 で実現する社会は、IoT（Internet 

of Things）で全ての人とモノがつながり、様々な

知識や情報が共有され、今までにない新たな価値を

生み出すことで、これらの課題や困難を克服しま

す。また、人工知能（AI）により、必要な情報が必

要な時に提供されるようになり、ロボットや自動走

行車などの技術で、少子高齢化、地方の過疎化、貧

富の格差などの課題が克服されます。 

 

学習内容（ターゲットセンテンス文数） 

NPAU-1 28 文  NPBU-1 30 文  NPCU-1 24 文  

NPAU-2 26 文  NPBU-2 28 文  NPCU-2 26 文 

 

◆ 単文練習：練習したい文章の手本を聞き、何度も繰り返し録音できる 

◆ 強化練習：苦手な文章を制限時間内、手本を聞き録音をすることができる 

◆ 自主練習：全センテスを順番に、規定得点で録音すると次のセンテンスに進める

◆ チャレンジ：全センテスを順番に録音すると、総得点が見られる 

MyET学習コンテンツでできる練習 

「狩猟社会」（Society 1.0）、「農耕社会」（Society 2.0）、 

「工業社会」（Society 3.0）、「情報社会」（Society 4.0）に続く、 

人類史上５番目の新しい社会、それが「Society（ソサエティ）5.0」です。 

なぜ今、教育 ICTが大切なのか 教育でもこんなことが控えています。例えば・・・ 

 

★ 2020 年度から小学校でのプログラミング教育が

スタート 

⇒ プログラミング的思考を身につける 

★ 高校で「情報Ⅰ」必修化 ⇒ 新指導要領にて全ての生徒がプログラミングの他、ネットワーク

やデータベースの基礎などについて学習 

★ 都立高校全体で、個人スマホを授業活用 ⇒ 2020年度実現に向けて 2018年度から Wi-Fi環境の整備。など 

 

 

 


